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10月1日、全国一斉に国勢調査が行われ

ます。国勢調査は、国や都道府県・市区町

村が、福祉や雇用、住宅対策など、これか

らの行政を考えていく基礎資料となります。 

赤ちゃんからお年寄りまで日本に住んでい

るすべての方が調査の対象となります。 9 

月下句に調査員が一戸一戸、世帯ごとに調

査票を配布します。調査は22項目。時間は

あまりおかけしませんので、もれなく、正

確に、ご記入ください。皆さんのご協力をお

願いいたします。 

納
税
貯
蓄
組

合
に
 

加
入
し

ま
し
よ

う
 

⑦ 金木だより聞川mm”…”・ 

金
木
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会

（
櫛
引
政
雄
会
長

）
の
平
成

二
年
度
定
時
総
会
が

こ
の
ほ
ど

開
か
れ
、
多
年
納
税
貯
蓄
組
合

長
と
し

て
尽
力
さ
れ

た
方
々
に

連
合
会
よ
り
表
彰
状
が

贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

◇
優
良
納
税
貯

蓄
組
合
長
◇

十
年
表
彰
 

下
中
柏
木
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

成
田
 
好
隆
 

富
士
見
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

西
村
 
万
吉
 
 

十
五
年
表
彰
 

大
東
ケ
丘
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

石
井
 
洋
子

見
崎
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

今
 
武
美

み
ず
ほ
納
税
貯

蓄
組
合
長
 

太
田
 

徹

上
中
柏
木
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

成
田
 
勉
 

こ
の
ほ
ど
特
別
養
護
老
人

ホ
 

ー
ム
 
「あ
し

の
園
」
の
大
運

動

会
が
川
倉
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、

入
園
者
は

じ
め
家
族
、
職
員
、
そ
れ
に
金

木
高
校

J
R
c
、
金
木
高
校
家
 
 

ニ
十
五
年
表
彰
 

上
古
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

土
岐
 
保
正
 

「
一
＋年
表
彰
 

下
派
立
納
税
貯
蓄
組
合
長

山
中
 
京
治

朝
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
長

櫛
引
 
政
雄

＠
納
税
貯
蓄
組
合
と
は
＠

納
税
貯
蓄
組
合
法

に
基
づ

い

て
設
立
さ
れ
た
法
定
の
団
体
で

あ
り
納
税

の
た
め
に
計
画
的
に

貯
蓄
を
行

い
納
付
を
容
易
か
つ
 

庭
科
ク
ラ
ブ
、
東
奥
福
祉
専
門

学
校
の
生
徒
ら
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
、
楽
し

い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
よ
い
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
お
年
寄
リ
達
も
元
気
よ
 
 確

実
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

す
る
も
の
で
、

組
合
の
構
成
は

一
定
の
地
域
又
は
各
種
の
同
業

者
団
体
、
勤
務
先
等
を
単
位
と

し
て
任
意
に
組
合
を
組
織
で

き

ま
す
。
 

そ
の
他
組
合
の
運

営
上
必
要

な
事
務
費
等
を
補
う
た
め
毎
年

補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
り
、
納

税
に
対
す
る
徴
収
上

の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
若
干
緩

和
さ
れ
る

こ
と
等
特
典
も
あ
り
ま
す
。
 

く
入
場
、
開
会
式
で
中
谷
衛
園

長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
健
康
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ

し
た
あ
と
競
技

に
入
っ
た
。
 

競
技
は
赤
、
白
の
対
抗
戦
で

出
場
者
全
員
快
い
汗
を
流

し
て

い
た
。
ま
た
、
入
園
者
達
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
生
徒

達
に
手
を
引
か
れ
た
り
車
い
す

を
押
し

て
も
ら
っ
た
り
と
大
変

感
激
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
 

「笑
顔
で
明
る
く
」
を
テ

ー
 

マ
に
開
催
し
た
運
動
会
が
ケ
ガ

人
も
な
く
無
事
終
了
し
た
こ
と

も
明
る
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生

徒
達
の
お
か
げ
と
、
皆
が
次
に

逢
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
解

散
し
た
。
 

生徒がボランテイア 
「あしの園」運動会 
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自賠責「うっか切せずに「しっか jj加入 
原付パイクの保険料は、1年契約8,000円、 

2年契約刊 ,350円、3年契約14,500円で、死

亡事故の場合、2,500万円まで、傷害事故の場

合、120万円までの保険金が支払われます。 

もし、契約切れになっていたら、最寄りの

損害保険会社、代理店（パイク、自転車店な

ど）、農協ノ＼行きましよう。 

車
の
運
転
中
に
交
通
事
故
現
場
を

目
撃
し

て
、
思
わ
ず

ハ
ン
ド
ル
を
握

り
直
し
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
 

平
成
元
年
一
年
間
に

お
け
る
全
国

の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、
六
＋
六

万
一
千
三
百
六
＋
三
件
。

こ
れ
は

一

日
に
お
よ
そ
千
八
百
件
以
上
発
生
し

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
死
者
数
は

一
万
一
千
八
十
六
人

と
、
過
去
十
五
年
間
で
最
悪
で
す
。
 

交
通
事
故
は
、
被
害
者

・加
害
者
と

も
家
族

の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
交
通
事
故
で

被
害
を
受
け
た
と

き
、
ど
う
対
処
す

れ
ば
よ
い
か
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

両
者

の
主
張

が
食
い

違
い
 

紛
争
に
な

る
ケ
ー

ス
も
 

交
通
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

場
合
、
被
害
者
側
は
、
事
故
に
よ
っ

て
生
じ
る
次
の
よ
う
な
損
害
に
つ
い

て
、
加
害
者
に
賠
償
を
請
求
す
る

こ

と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
事
故
に

よ
る
実
際
の
出
費
、
事
故
に
あ
わ
な

け
れ
ば
将
来
得
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
利

益
の
喪
失
に

よ
る
損
害
、
そ
し
て
精

神
的
な
損
害
で
す
。
し
か
し
、
被
害

者
と
加
害
者
と

は
利
害
の
相
反
す
る

立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

両
者
の
主
 
 

張
が
食
い
違
い
、
 
い
わ
ゆ
る
紛
争
に

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
紛
争
を
解
決
す
る
た
め

に
、
裁
判
に
よ
ら
な
い
で
当
事
者
間

で
損
害
賠
償
額
や
責
任
の
有
無
、

そ

の
金
額
の
支
払

い
方
法
な
ど
に

つ
い

て
、
話
し
合

い
で
解
決
す
る
こ
と
を
 

「
示
談
」
 
とい
い
ま
す
。
 

一
般
に
は
、
交
通
事
故
の
損
害
賠

償
問
題
の
ほ
と
ん
ど
が
、

こ
の
示
談

に
よ
り
解
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
訴
訟
、
 

調
停
な
ど
の
裁
判
に
よ
り
解
決
を
求

め
る
ケ
ー
ス
は
、
交
通
事
故
件
数
全

体
の
二
％
弱
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
 

示
談
に

お
け
る
 

七

つ
の
注
意
事

項
 

被
害
者
側
が
加
害
者
側
と
コ
ホ
談
」
 

を
進
め
る
際
の
、
 い
く
つ
か
の
注
意

点
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。
 

①
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
け
が
が
ど

の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
明
確
に
知

る
こ
と
。
そ
れ
に
対
す
る
治
療
を

適

切
か

つ
十
分
に
行

い
ま
し
ょ
う
。
 

②
交
通
事
故

の
発
生
状
況
を
的
確
に

把
握
し
ま
し
ょ
う
。
 

③
自
動
車
事
故
の
場
合
、

賠
償
責
任

者
が
運
転
者
、
雇
用
者
な
ど
、
複
数

に
存
在
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支

払
い
能
力
の
あ
る
人
を
選
ん
で
交
渉
 
 

し
ま
し
よ
う
。
 

④
強
制
保
険

の
被
害
者
請
求
が

で
き

る
よ
う
、
相
手
方
が
事
故
証
明
書

を

す
で
に
も
っ

て
い
た
ら
、
渡
し

て
く

れ
る
よ
う
に

い
い
ま
し
ょ
う
。
 

⑤
相
手
方
が
代
理
人
を
立
て
た
場
合
、
 

そ
の
人
が
、
本
当

に
代
理
権
を

も
つ

て
い
る
の
か
ど

う
か
な
ど
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
代
理
人
が

い
わ
ゆ
る
示

談
屋
の
場
合

は
、
 つ
け
こ
ま
れ
て
後

で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な

り
か
ね
な
い
の
で
、
交
渉
は
拒
否
し

ま
し
ょ
う
。
 

⑥
示
談
は

急
が
ず
、
後
遺
症
が

は
っ

き
り
す
る
な
ど
、

損
害
の
範
囲
が

明

ら
か
に
な
る
か
、
ま
た
は
、

そ
の
見

通
し
が
つ
く
ま
で
は
、
最
終
的
な
示

談
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

⑦
加
害
者
と

の
話
し
合
い
は
、

冷
静

に
し
ま
し
よ
う
。
 

た
だ
、
賠
償
金
額
な
ど
で
話
し

合

い
が
つ
か
ず
、
示
談
が

ス
ム
ー
ズ
に

運
ば
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
交
通
事

故
に
関
す
る
法
律
相
談
窓
ロ

を
訪
れ

る
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
無
料
で
、
 

専
門
家
が

示
談
の
知
議
 
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
、
親
切
に
教
え
て
く
れ

ま
す
。
 

な
お
、
交
通
事
故
の
相
談
に

つ
い

て
は
、
都
道
府
県

の
交
通
事
故
相
談

所
、
市
町
村

の
市
民
相
談
窓

n
、
警

察
署
の
交
通
事
故

相
談
係
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
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自
動
車
事
故
に

関
す
る

法
律

相
談
・

示
談
あ
っ

せ
ん
事

業
 

専
門
家
が応
対
す
る
法
律
相
談
窓
口
 

今年も無保険（無共済）パイク対策協議会 

（総務庁、警察庁、大蔵省、農林水産省、運

輸省など）では、9月I日から9月30日まで 

「無保険（無共済）パイクをな＜そうキャン

ペーン」を行います。 

250cc以下のバイクには車検制度がないこ

ともあって、自賠買保険（共済）の継続契約を

つい忘れがちです。小さなバイクだからとい

つて、「油断は禁物」。パイクの起こす人身事

故も軽視はできません。無保険（無共済） で

死傷事故でも起こしたら、それこそ大変です。 

また、パイクにも自賠責保険（共済）への加

入が法律で義務づけられており、無保険（無

共済） で走ると、6か月以下の懲役、または 

5万円の罰金、さらに違反点数6点となり、 

免許停止処分となります。 



現
在
、

日
本
で
は
十
二
万
人
を
超

え
る
人
が
、

ご
み
処
理
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ご
み
処
理
の

間
費
用
は
、
約

一
兆
一
千
億
円
に

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
だ
と
将

い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
で
し
よ

う
 

競
麟
 

麟
 

囲
こ
み
は
ど
れ
だ
け
増
え
て
い
る
か
 

万
ト

ン
、
東
京
ド
ー
ム
で
約
四
・
九

杯
分
も
増
え
ま
し
た
。
 

囲
こ
み
処
理
に
い
く
ら
費
用
が
か
か
る
か
 

わ
た
し
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え

で
、
必
ず
出
る
ご
み
 
こ
の
ご

み
が

こ
こ
数
年
急
激
に
増
え
、
ご
み
処
理
場

は
パ
ン
ク
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ご
み
を
減
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。
こ
こ
で
は
、ご
み
の
現
状
と
ガダ

イ
エ
ツ
ト
ガ
を
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十
三
年
度
に
、

日
本
全
国

で
出
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
 
一
日
に

約
十
三
万
二
千
ト
ン
、
 
一
年
間
で
、
 

お
よ
そ
四
千
八
百
二

十
八
万
ト

ン
に

も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
東

京
ド
ー
ム
の
約
百
三
十
杯
分
に

相
当

し
ま
す
。

こ
れ
を
一
人
当
た
り
に
換
 
 

算
す
る
と
、
 
一
日
約
ー
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
 

年
間
で
三
百
八
十
ー
キ
ロ
グ

ラ
ム
を

超
え
る
ご
み
を
、
捨
て
て
い

る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

ご
み
の
量
は
こ
こ
数
年
、
毎
年
四

％
ず

つ
増
え
て
お
り
、
昭
和
六
十
三

年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
百
八

十
一
一
 

ま
ず
、
 ご
み
が
増
え
続
け
る
と
、
 

処
理
能
力
が
飽
和
状
態
に
な
り
ま
す
。
 

現
に
、

ご
み
の
量
は
昭
和
五
十
八
年

度
に
比
べ
て
、
昭
和
六
十
二
年
度
は
、
 

三
百
八
十

一
万
ト
ン
も
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
東
北
六
県

の
一
年
間

の
総
量
（
三
百
三
十
三
万
ト

ン
）
よ

り
も
多

い
の
で
す
。
 

こ
れ
で
は
、
 い
く
ら
ご
み
処
理
場

を
つ
く
っ
て
も
、
す
ぐ

に
満
杯
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

減らそうごみ

生かそう資源 

家
庭
か
ら
始
め
よ
う
 

ルご
み
●
ダイ
エ
ッ
ト
ー
 

図
こ
み
は
な
ぜ
増
え
る
の
か
 

団
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
こみ
の
減
量
を
 

東
京
ド
ー
ム
百
三
十
杯
分
、
 
一
人

一
日
約
ー
キ
ロ
グ
ラ
ム
ー
な
ぜ
、
 

ご
み
が
こ
ん
な
に
増
え

る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
大
き
く
分
け

て
四
つ
の
原
因
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
 

①
使
い

捨
て
文
化
に
よ
る
ご
み
の
排

出
量
の
増
加
 

ま
だ
ま
だ
使
え

る
物
を
分
別
回
収

す
る
こ
と

に
よ
り
、
資
源
と
し

て
再

生
で
き
る
物
が
、

単
に
ご

み
と
し
て

処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 

②
ォ

フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
 

(O
A
）化
に
よ
る
ご
み
排
出
の
増
加

事
務
所
な
ど

の
O
A
化
で
、
大
量

に
出
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
用
紙

や
コ
ピ

ー
用
紙
の
回
収
・
再
生

利
用

が
十
分
に
進
ま
ず
、

ご
み
と
し
て
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

③
核
家
族
化
に

よ
る
ご
み
の
増
加
 

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
に

は
、
家
族

の
人
数
の
多
少
に
か
か

わ

ら
ず
、
そ
の
量
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
 
 

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 
一
人
当
た
り

の
ご
み
の
排
出
量
の
増
加
は
、
核
家

族
家
庭
が
増
え
た
こ
と
に
も
一
因
が

あ
り
ま
す
。
 

④
使
い
捨

て
容
器
の
は
ん
ら
ん

生
活
様
式

の
変
化
に
よ
り
、
使
い

捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
が

増

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
東
京
都
で
は
、
 

一
世
帯
当
た
り
二
週
間

に
出
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど

は
、
こ
の
四
年

間
で
三
十
五
個
か
ら
五
十
四
個
と
、
 

二
十
個
近
く
増
え
て
い
る
と

い
う
デ
 

l
タ
が
あ
り
ま
す
。
 

ご
み
処
理
の
年
間
費
用
は
、
約

一

兆

一
千
億
円
 

こ
れ
を
人
口
一
人

当
た
り
に
換
算
し
て
み
る
と
、
年
間

約
八
千
九
百
円
で
す
。

こ
れ
は
、
も

ち
ろ
ん
わ
た
し
た
ち

一
人
一
人
の
税

金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。
 

ご
み
が
こ
れ
か
ら
も
増
え
続
け
れ

ば
、
ご
み
処
理
の
費
用
も
増
え
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
地
方
財
政
に
占
め
る
『
」
み

処
理
費
用
の
比
重
も

増
え
、
わ
た
し
 
 

た
ち
自
身
が
ご
み
の
税
金
で
強
く
圧

迫
さ
れ
ま
す
。
 

で
は
、
わ
た
し
た
ち

一
人
一
人
が

一
日
に
捨
て
る
ご
み
を
、
百
グ
ラ
ム

減
ら
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し
よ

う
。
 

年
間
四
百
六
＋
四
万
ト

ン
ほ
ど
の
、
）
 

み
の
減
量
と
な
り
、
そ
の
処
理
に
費

や
さ
れ
る
わ
た
し
た
ち
の
税
金
が
、
 

約
一
千
百
億
円
も
節
約

さ
れ
る
計
算

に
な
る
の
で
す
。
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民 事 裁 判 

手続について 
簡易裁判所は、国民が利用しやす

い裁判所の実現を目指しています。 

簡易裁判所で1ま、民事紛争の解決の

ために、訴訟手続のみならず、督促、 

調停、即決和解等各種のより簡易か

つ迅速な手続が利用されています。 

督促手統は、債権者の申立てに基づ

き、書面の審査のみで金銭等の支払

を命ずる略式の裁判ですが、発せら

れた支払命令に対し債務者から異議

の申立てがあれば、訴訟手続に移行

します。 
民事調停手続は、裁判官と民間人

から成る調停委員会のあっせんによ

り、民事紛争を話合いで適切に解決

することを主眼とした手続です。 

即決和解手続は、当事者間におい

てあらかじめある程度の合意が出来

上がっている場合に、裁判所の判断

を経た上でその内容を確定すること

により、合意内容に判決と同様の効

力を与える簡便な手続です。 

民事訴訟手続は、法廷で当事者双

方の言い分を聴いたり、証拠を調べ

たりした上で、判決によって裁判所

の判断を示す手続です。 

手続について更に詳しく知りたい

万は、最寄リの簡易裁判所の受付窓

口でお尋ねくださ、、 

医薬品副作用 

被害救済制度 
御存知ですカ、 

医薬品副作用被害救済制度 

医薬品は、人の健康の保持増進に

欠かせないものですが、その使用に 

当たって万全の注意を払ってもなお

副作用の発生を防止できない場合カぐ

あります。 
医薬品を適正に使用したにもかか

わらず副作用による健康被害（入院

を必要とする程度の疾病又は障害、 

死亡）が発生した場合に、医療費、 

医療手当、障害年金、障害児養育年

金、遺族年金、遺族一時金、葬祭料

の諸給付を行い、これにより被害者

の救済を図ろうとするのが、この救

済制度です。 

制度の仕組みを解説したパンフレ

ット及び請求用紙を無料でお送りし

ます。 
9 170 
東京都豊島区東池袋 3 一 1-1 
サンシャイン60 26階 

医薬品副作用被害救済・ 

研究振興基金 

総務部企画課相談係 

TELO3一988一2101 （代表） 

技術講習会 
経理事務（商業簿記 3 級） 

技術講習会実施要項 

1 目 的 

婦人の求職者等に対し、就業に

必要な技術等の講習を実施するこ

とにより、その就業援助を図るこ

とを目的とする。 
2 実施主体 

青森県婦人就業援助センター 

五所川原市 

3 日 時 

平成 2 年10月 1日明）から 

平成 2 年11月 9 日徐）まで・の22 
日間 

午前10時～午後 3 時30分 

4 場 所 

五所川原市働く婦人の家

五所川原市新町33- 1 
電話35-8898 

5 講 師 

木村 泰幸 

（木村簿記経理学校校長） 

6 応募資格 

商業簿記 3 級を習得し、経理事

務等の就業を希望する婦人で、所

定の日程を出席できる人。 

7 募集人員 30人 

8 受講料 無料 

9 申込先 

五所川原市新町33- 1 
五所川原市働く婦人の家内

青森県婦人就業援助センター 

五所川原駐在所佐々木相談貝

電話35- 8898 
10 申込み9,切 

平成 2 年 9 月18日因 

11 修了証書の交付 

所定の講習を修了したものには 

閉講式において交付する。 

12 持参するもの 
印鑑、昼食、ノート、ソロバン

か電卓、定規、筆記用具（けしコ‘ 

ム、鉛筆、ボールペン赤と黒） 

今月の納税 

町県民税 

第 2 期分 

税金は納期ごとに 

・”“mHmmm川金木だより ⑩ 

建築物防災週間 
8月30日から9月5日まで 

=====＝ あなたの住宅は安全ですか ＝ニ一 

がけ地近接等危険住宅移転事業のご案内 

がけ地の崩壊により住民の生命に危険を及ぽすおそれのある区域内（建築基準法第39条の

規定による災害危険区域）に建っている危険住宅を安全な場所に移転を促進するため国と地

方公共団体（県市町村）が移転者に危険住宅の除去等に要する経費と新たに建設する住宅（購

入も含みます）に要する経費に対して次のような助成をうけることができます。 

①危険住宅の除去に要する費用 	実費。ただし、最高66万円 

②危険住宅に代わる住宅を建設するための費用（建物の購入・土地の購入等を含む）を金融 

機関等から借り入れた場合 	利子に相当する額 

このことについてのお問い合せは 

青森県土木部建築住宅課（廿O177-22-1111内線4354_. 4355)、各土木事務所建築指導課また 

たは市町村の建設課までしてください。 



⑩ 金木だより川~川川II 	 

4
m
 

警察官募集 

青森県人事委貝会及び山森県警察

本部では、高等学校卒業程度の人を

対象として警察官、交通巡視貝及び

警察事務職の採用試験を行います。 

受験資格や試験日程等については

次のとおりです。 

1 申込み期間 

平成 2 年 8 月27日 

～平成 2 年 9 月17日 

（受験申込書は平成 2 年 8 月15 
日からおこなっています） 

2 採用子定人員 

警察官約16人 

交通巡視員約 3 人 

警察事務職約11人 

3 受験資格 

(1） 警察官 
昭和38年4 月 2 日から昭和48年 

4 月 1日までに生まれた男子。 

ただし学校教育法による大学の

学部を卒業した者又は平成 3 年 

3 月31日までに卒業する見込み

の者（人事委員会が同等の資格

があると認める者を含む）を除

く。 
(2） 交通巡視員 

昭和42年 4 月 2 日から昭和48 
年 4 月 1日まで’に生まれた女子。 

(3) 警察事務職 

昭和44年 4 月 2 日から昭和48 
年 4 月 1日までに生まれた者。 

4 試験日程 

(1） 第 1次試験 

平成 2 年10月 7 日 

（青森商業・弘前・八戸西高 

等学校） 

(2） 第 2 次試験 

平成 2 年11月27日 

（青森県警察本部） 

（警察事務職については、青

森商業高等学校、青森県自

治研修所） 

詳しくは金木警察署（53-2117) 
又は最寄りの派出所・駐在所までお

間い合わせください。 

なお、警察官（ B ）試験は、警視庁、 

神奈川県、千葉県、埼玉県及び静岡

県の警察官を志望する人も同時に受

験することができます。 

国税だより 

＠生命保険と税 

【保険料を支払った場合】 

あなた自身やあなたの家族を受取

人とする生命保険料、簡易生命保険

料、生命共済の掛金などを支払った

ときは、その年中の支払い額に応じ

て一定額（最高10万円）が生命保険

料控除として、その年の所得金額か

ら控除されます。 

【保険金を受け取った場合】 

生命保険契約に基づき、一時金や

年金を受け取った場合は、その保険
料をだれが負担していくかによって

相続税若しくは贈与税又は所得税が

課税されます。 
詳しくは、最寄りの税務署にお尋

ねくノごさい 

国民年金情報 

＠種別変更の届を忘れずに＠ 

国民年金の加入者は、第 1号被保

険者・第 2 号被保険者・第 3 号被保

険者の 3 種類に区分されています。 

加入期間40年の間には、就職・退

職・結婚などいろいろな場面があり、 

それに応じて国民年金の加入の種別

も変わることになります。 

また、自分自身だけでなく、その

配偶者も同時に変わることもありま

すから、その時々に国民年金の種別

変更の届出を忘れずに行いましょう。 

届出を忘れていたために、 「年金

が受けられない」 とか 「年金の額が

少ない」 ということにならないため

にも、自分自身で自分の年金を守り

ましょう。 
詳しいことは、役場町民課国民年

金の係でおたずねください。 

意 見 募 集 

平成 2 年度青森県 

「男女共同参加型社会」 

を築くための意見募集要項 

1 趣 旨 

本県では、平成元年 7 月に 「新

青森県婦人行動計画」 を策定し、 

西暦2000年に向けた施策の方向を

示しました。 

この計画の目標とする 「男女共

同参加型社会」 を実現するために

は、行政はもちろんのこと、県民

すべての取り組みが必要です。 

そこで「男女が共に歩む社会」 

について考え、新しい時代への展

望を得るため、広く県民から意見

や体験を募集するものです。 
2 主 催 

青 森 県  

3 テーマ 

「男女共同参加型社会の 

形成をめざして」 

ー実践と応用の第一歩を

踏み出すために―

家庭や地域社会、職場や学

校などで、女性の能力や役割

についての固定的な考え方で

悩まされたことはありません

か。 

女性が、社会参加をしよう

とした時、障害にぶつかった

ことはありませんか。これを

なくするためには、どんなこ

とが必要なのでしょうか。 

「男女が共に歩む社会」 を

つくっていくための、要望、 

希望、夢、計画などはありま

せんか。 

タイ トルは、自由です。身近な

体験や日頃考えていることを、新

しい提言へとつなげてみてくださ
し、。 

4 応募資格 

県内に居住する男女 

（年齢は問いません） 

5 募集要領 

(1） 原稿は未発表のものに限りま

す。 
(2) 200字詰め縦書き原稿用紙 5 

枚以内。 

※住所、氏名、年齢、職業（学

生の場合は学校名、学年）、性

別、電話番号を別記してくださ
し so 

く送付先〉 

〒0 30青森市長島 1丁目1-1 
青森県生活福祉部青少年婦人室 

T E L0177-22-1111内線2216 
(3） 募集期間 

平成 2 年 9 月11日明） 

（当日消印有効） 

(4） 選考方法 

選考委貝会を設け原稿審査

の上、入選 5 点（一般の部 3 
点、学生の部 2 点）、佳作 6 
点をえらびます。ただし、学

生の部の審査対象は高校生ま

でとし、短大、大学、各種学

校等在学のものは一般の部と

して審査します。 

(5） 入選作品の活用 

入選作品は11月30日に開催

する 「青森県婦人問題を考え

る集い」 で発表する他、県発

行の広報紙「青森県の婦人」 

への掲載、入選作品集を発行

するなど活用させていただき

ます。 

(6） その他 

入選者（佳作を含む）に対

して記念品を贈呈します。 

「青森県婦人問題を考え

る集い」 での意見発表に要

する経費は、県が負担しま

す。 
応募原稿はお返しいたし

ません。 

へ 



金木病院カルテ⑩ 

「むちうち症」について 

公立金木病院外科院長 唐牛 忍 

7 月届出分 

戸籍の窓 

め
 【

 

o編
集
部
か
ら
〇
 

お
隣
り
、
ご
近
所
の
身
近
な

ク
こ
れ
は
中
 
と
いう
い
ろ
い

ろ

な
話
題

・
ホ
ッ
ト
な
情
報
を

お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

役
場
企
画
室
五
三
ー
二

一
一

一
内
線
二
四
〇
で
お
ま
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 
（
町
内
名
、
氏
名

も
お
忘
れ
な
く
）
 

け ん た 	 さ や か 

健 太ちゃん 	沙耶香ちゃん 
6 月25日生まれ 	 6 月27日生まれ 

体重 2,920 g 	 体重 2,930 g 
神 	 原 	 蒔 	 田 

前田武光さんの長男 	 吉田秋蔵さんの長女 

一 
j 

最
近
の
道
路
交
通
事
情
の
変

化
、
車
の
性
能
の
向
上
、
自
動

車
免
許
人

口
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
交
通
事
故
の
内
容
も
多
様

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
追
突
事
故
に
よ
る
こ
と
が

多

い
い
わ
ゆ
る
「
む
ち
う
ち
症
」
 

を
今
回
は
と
り
あ
げ
ま
す
。
 

む
ち
う
ち
症
と
は
外
力
に
よ

リ
首
が
前
後
に
屈
伸
さ
れ
、

鞭

の
先
が
曲
が

る
状
態
に
な
る
た
 
 

め
に
つ
け
ら
れ

た
病
名
で
、
必

ず
し
も
交
通
事
故
だ
け
で
は
な

く
、

ス
ポ
ー
ッ
選
手

や
プ

ロ
野

球
の
審
判
（
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー
ル

を
マ
ス
ク
に
慢
性
的

に
受
け
て

お
こ
る
）
な
ど

に
も
み
ら
れ
ま

す
。

レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
で
は
骨
 

（
頚
椎
）
そ
の
も
の
に
は
異
常

が
な
く
、
ま
た
脊
髄
に
も
特
に

異
常
が
な
く
、
専
門
的
に
は
「
頚

椎
捻
挫
」
 
と
か
 
「
外
傷
性
頚
部
 
 

症
候
群
」
 
と
も
言
いま
す
。
 

症
状
と
し

て
は
頭
痛
、
頭
重

感
、
吐
き
気
、
め
ま
い
、

の
ぽ

せ
、
首
か
ら
肩
に
か
け
て
の

痛

み

（
ひ
ど
い
と
腕
や
手

に
も
お

よ
ぶ
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
他
人
か
ら
み
て
は
っ
き
り

わ
か
る
よ
う
な
も
の
は
少
な
い

の
も
特
徴
の

ー
つ
で
す
。
ま
た

外
力
の
強
さ
と
症
状
の
程
度

は

様
々
で
、
た
と
え
ば
相
手
の
車
 
 

が
時
速

1
0』
程
度
で
追
突
し

て

き
て
も
症
状
が

長
く
続
く
場
合

も
あ
れ
ば
、

か
な
り
の
高
速
で

追
突
さ
れ
て
も

一
週
間
程
度
で

症
状
を
訴

え
な
く
な
る
人
も
い

ま
す
。
 

治
療
と
し
て
は
湿
布
、
カ
ラ
 

ー
固
定
、
鎮
痛
剤
投
与
な
ど

初

期
は
安
静
が

主
で
、
後
に
は
首

へ
の
温
熱
療
法
や
運
動
療
法
、
 

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
頚
椎
牽
引
な
ど
 
 

の
リ

ハ
ピ
リ
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
 
一
般
的
に
は

二
週
間
か
ら

ー
か
月
で
症
状
が

軽
快
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
 

最
後
に
追
突
に
よ
る
む
ち
う

ち
症
を
少
し
で

も
軽
く
す
る
に

は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て

停
車
時
に
は
サ
イ
ド
プ
レ
ー
そ

を
半
分
ほ
ど
引
い
て
お
く
と
良

い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

つ

け
加
え
て
お
き
ま
す
。
 

お
め
で
と
う
 

吉
田
沙
耶
香

（
秋
蔵
）
蒔
 
田

前
田
 
健
太

（
武
光
）
神
 
原

小
野
真
荊
奈

（
友
嗣
）
喜
良
市

斉
藤
 
光
司
（

司
）

嘉
 
瀬

松
川
 
美
晴
（
雅
行

）
 

"
 

吉
崎
 
佑
哉
（
弘
芳
）
中
柏
木

松
橋
 
雄
大
（
」
具

）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
新
谷
 
正
義
（健
作
）五
所川
原市

正
義
（健
作
）五
所川
原市

恵
子
（
征
雄
）
金
 木

恵
子
（
征
雄
）
金
 木
 

「
一
戸
 

縛
 伸幸
（
幸
男
）
金
 木
 

縛
 伸

幸
（
幸
男
）
金
 木

睦
江
（
源
三
郎
）
弘前
市

睦
江
（
源
三
郎
）
弘前
市
 

露
」
？一
晴一
鱗
 

栄
進
（
幸
衛
）
金
 木

栄
進
（
幸
衛
）
金
 木
 

霧

陽
？一残
器
 

霧
た
編一
菱慧
 

騒
谷
「一
鍔
慧
 

無

』
諮
器扇
 

薮
整
鐘
緯
 

霞
乳
一
（
「
一
喋
 
 

（
」
一
元

博
『
一
」

更
」
 

癖
川薙
蘇
器
熱
 

お
く
や

み
 

長
尾
 
吉
洋
  
(
2
3才
）
金
 
木
 

長
利
 
ナ
リ
 
(
9
1才

）
嘉
 
瀬
 

田
中
 
勇
蔵
  
(
6
5才

）
金
 
木
 

長
谷
川
善
久
  
(
4
2才
）
 

"
 

外
崎
誠
二
郎
  
(
8
6才
）
中
柏
木
 

	I',"" 川川川金木だより ⑩ 


